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地域住民と談笑するベトナム人居住者（右）

外国人居住者と交流深め
． 

る
男
山
団
地
の
外
国
人
居
住
者

を
対
象
に
し
た
住
ま
い
方
の
説

明
会
や
地
域
住
民
と
の
交
流
会

が
2
月
4
日、

U
R男
山
団
地

中
央
セ
ン
タ
ー
集
会
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
増
加
す

る
外
国
人
居
住
者
と
地
域
住
民

が
互
い
の
理
解
を
深
め
、
顔
の

見
え
る
関
係
と
な
る
こ
と
で
地

男山団地住まい方説明会・地域交流会

域
の
安
全
•
安
心
に
つ
な
げ
よ

う
と
、

U
R都
市
機
構
、
八
幡

密
察
署
、
市
な
ど
が
連
携
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
居
住

者
33人
は
、
は
じ
め
に
生
活
ル

ー
ル
な
ど
を
勉
強
。
警
察
署
員

や
市
職
員
な
ど
が
通
訳
を
介
し

て
、
交
通
ル
ー
ル
や
t
J
み
の
出

し
方
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
文
化
に
触
れ

て
も
ら
お
う
と
、
ベ
ト
ナ
ム
人

居
住
者
た
ち
は
「
節
分
」
の
豆

ま
き
も
体
験
。
地
域
住
民
た
ち

と

•一
緒
に
笑
顔
を
見
せ
な
が

ら
、
鬼
に
向
か
っ
て
豆
を
ま
い

て
い
ま
し
た
。

参
加
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
ラ
ン
さ
ん

(26)
は
「
男

山
団
地
の
規
則
を
守
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
ま
だ
あ
る
の
で
、

今
日
の
説
明
会
と
交
流
会
は
本

当
に
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 i',-. ~ . \ - ~ 

ごみの出し方の説明を受けるベトナム人居住者たち

市
職
員
が
講
師
を
務
め
る
税
金
に

つ
い
て
の
出
前
授
業
が
2
月
6
日、

中
央
小
学
校
で
行
わ
れ
、

6
年
生
45

人
が
税
金
の
種
類
や
使
い
道
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

•

こ
の
授
業
は
、
児
童
た
ち
に
税
金

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

興
味
を
持
っ
た
り
、
使
い
適
な
ど
を

考
え
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
も

ら
お
う
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
児
童
た
ち
は
市
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
税
金
の

種
類
や
使
い
適
な
ど
を
勉
強
。
ま
た
、

魔
法
で
税
金
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ア
ニ
メ
を
見
て
、
税
金
が
な
い
と
f
J

税
金
の
仕
組
み
や
使
い
道
考
え
る

中
央
小
学
校
で
出
前
授
業

み
が
回
収
さ
れ
な
く
な
っ
た
り
、
橋

が
壊
れ
た
ま
ま
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
長
候
補
に
な
り
き
り
、

税
金
1
徳
円
の
使
い
道
を
班
f
J
と
に

考
え
て
発
表
。
「
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
公
園
を
作
る
」
・
「デ

コ
ボ
コ
の
道
路
を
直
し
て
事
故
を
な

く
す
」
な
ど
、
児
童
た
ち
は
限
ら
れ

た
税
金
を
何
に
使
う
か
、
真
剣
に
考

え
て
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

福
田
瑞
季
さ
ん

(12)
は

「み
ん

な
の
こ
と
を
考
え
て
税
金
を
使
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
税

金
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

丁
『
の
間
四

――
 

税
金
の
使
い
道
を
考
え
る
児
窒
た
ち

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の
着
さ
ん
の
活
躍
や

ま
ち
の
話
題
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
話
題
や
、
広
較
紙
に
つ
い
て
の
意
見
を
、

秘
書
広
蔀
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

やま ぐちり ょう ま

山口稜真さん

勇気を川して鬼は外
南ケ丘保育園で節分行事

2月3日の「節分」の日、商 太鼓の音が鳴り響き、 3人の赤

工会青年部の部員だちが豆まき 鬼と青鬼が登場。鬼たちが雄た

の鬼役として南ケ丘保育園を訪 けびをあげながら近づいてくる

問し、 2--..;5歳の園児53人が豆 と、泣き出してしまう園児もい

に見立てた紅白玉を鬼に向かっ ましたが、勇気を出してみんな
て投げ、今年 1年の健康などを で紅白玉を投げ、無事に鬼を退

お願いしました。 散させていました。

同会は、地元の園児たちに伝 最後は、 •仲直りして一緒に写 ．

統行事を知ってもらおうと、毎 真撮影。鬼が「おうちの人や先

年、鬼役として市内の保育園や 生の言うことをちゃんと聞く

幼稚園などの節分行事に協力し ？」と尋ねると、園児たちは手

ており、 今年は8園を訪問しま を挙げて、 「は一い」と元気い

した。 っぱいな声で約束していまし
園児たちが園庭に集まると、 た。

八
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
V

令
和
元
年
10月
に
開
催
さ
れ
た
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
2

0
1
9
（
第

74回
国
民
体
育
大
会
）

の

「
少
年
男
子
舵
手
つ
き
ク

ォ
ド
ル
プ
ル
」
で

倭
勝
°
京
都
府
立
海
洋
高
等
学
校
3
年
生
。

ゴール後の
京都府代表
チーム

▼ 

鴫 ，

• 

今ガ勿この人
山口さんは、いきいき茨城ゆめ国体2019「少年男子舵なり、京都府代表は

手つきクォドルプル」に、京都府代表の選抜チームの一その中でもトップの

員として出場し、優勝しました。 タイムを記録。 「高

舵手つきクォドルプルは、ボート競技の一種で、 5 校最後の大会で満足s:軍ユニ呈己― ―置長-ごき~
人でコース（同大会では1000m)を漕ぎ、その速さを のいく成績を残すことができました」と話します。 I., 

競う競技。高校でボート部に入部し、部活や選抜チー 昔から魚が好きだったという山口さんは、 春から大

ムの合宿などで、仲間と切磋琢磨しながら、 全国を意学の生物学部に進学。 「将来は海の生物や環境に携わ

識した練習に励んできました。 る仕事に就きたいです」と、高校生活で得た財産を胸

同大会では、天候不良により決勝の開催が危ぶまれにゞ夢に向かっていきます。

る中、決勝が行われないと見越し、 準決勝で力を出し 本コーナーでは、市にゆかりのある人物や団体等
切ろうとチームー丸となってレースに臨みました。 を紹介していきますo自暉•他威問わず、紹介希望者

を募集していますので、詳しくは、市ホームページを
結果、準決勝で勝ち上がった4チームが同率優勝と ご覧いただくか、秘壱広報課へお問合せくださいo

国体優勝天候読み切る

，，，，， 
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